
積水ハウス株式会社（本社：大阪市北区、社長：阿部俊則、以下「積水ハウス」）は、10月1日(月)
より、環境配慮型住宅「グリーンファースト」の蓄電池ラインナップを拡充し、従来の「グリーンファー

スト ハイブリッド」（高耐久鉛蓄電池8.96kWh）に、LiB(Lithium ion Battery)システム（リチウム蓄電

池4.65kWh）、V2H(Vehicle to Home)システム（EV(電気自動車)搭載蓄電池利用）を追加して、「電力

不足や防災」への多様なお客様ニーズにお応えしてまいります。

積水ハウスが平成21年3月に発売した、安全・安心・快適で気密性・断熱性に優れた高品質な住宅に、

太陽光発電システムや燃料電池を組み合わせた環境配慮型住宅「グリーンファースト」は、今や積水ハウ

スが発売する戸建住宅の84％を占めるに至っています。また、東日本大震災後の平成23年8月には世界初

の3電池（太陽電池・燃料電池・蓄電池）の連携制御が可能な先進のスマートハウスとして「グリーン

ファーストハイブリッド」の発売を開始しました。我慢することなく快適に暮らしながら大幅な節電を実

現できる「グリーンファーストハイブリッド」は、停電時にもエアコンが使えて入浴が可能など、普段に

近い生活ができることが評価され、受注実績も1年間で累計300棟（8月末時点 318棟）に到達しました。

今回、より多くのお客様に蓄電池のある安心の暮らしをご提供できるよう、「グリーンファーストハイ

ブリッド」の非常時の機能（エアコンの使用・入浴など）を制限してコストダウンを図ったLiBシステム

（リチウム蓄電池）、及び、EV搭載蓄電池からの給電を可能にするV2Hシステムをラインナップに加え、

非常時の暮らし方や蓄電システム価格の選択肢を拡大いたします。同時に、安全・安心・快適に暮らしな

がら、環境にも家計にもやさしく、節電社会に貢献する環境配慮型住宅「グリーンファースト」の販売・

普及に注力してまいります。
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「グリーンファースト」の蓄電池ラインナップを拡充

「電力不足や防災」に対応するスマートハウスを拡販
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本件に関するお問合せ先

積水ハウス株式会社 広報部

（大阪）TEL06-6440-3021 （東京）TEL03-5575-1740

■蓄電池を備えた「グリーンファースト」の３つのラインナップ

NEW

□安心の２電池連携システム  太陽電池＋リチウム蓄電池。燃料電池はオプション

□EV利用の先進的な暮らし  EV（日産リーフ）を蓄電池として利用する先進システム    ※EVは別途購入が必要

年間販売目標：600ﾕﾆｯﾄ

NEW

年間販売目標：100ﾕﾆｯﾄ

積水ハウス ニュースレター

4.65kWh

（EV搭載蓄電池24kWh）

□最強の３電池連携システム  ダブル発電＋大容量蓄電池の安心・快適なシステム

年間販売目標：300ﾕﾆｯﾄ

8.96kWh 日常の光熱費をほぼゼロに
停電時には日常に近い暮らし
非常時にも電気のある安全・
安心の暮らしを実現

日常は快適な節電
停電時や非常時にも電気の
ある安心の暮らしを実現（非常
時の機能に制限あり）

EVが家にあり、充電されてい
れば、供給出力が大きいため、
非常時にもIHクッキングヒー
ターでの調理も可能
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グリーンファースト
ハイブリッド

グリーンファースト
ＬｉB

グリーンファースト
Ｖ２Ｈ

発売年月日 平成23年8月8日 平成24年10月1日 平成24年10月1日

電池種別・容量
高耐久鉛蓄電池

8.96kWh
リチウム蓄電池

4.65kWh
ＥＶ搭載電池使用

（リチウム蓄電池24kWh）

日常の蓄電池の動作

◎
自動で深夜充電、日中放電

光熱費削減と日中の節電可

（4.4kWhを利用※1）

◎
自動で深夜充電、日中放電

光熱費削減と日中の節電可

（2.3kWhを利用※1）

△
タイマーで深夜充電、日中放電
光熱費削減と日中の節電可

（EVが家にある時に利用可※2）

停電時
◎

自動切り替え※1

◎

自動切り替え※1

△
EVがあれば

手動切り替え可能

停電時最大出力

◎
2.5～3kW

（燃料電池出力による）

100V／200V

○
2kW
100V

◎
6kW

100V／200V

停電時の燃料電池連携
○
可能

×
不可

×
不可

太陽光発電連携

◎
非常用コンセントからでなく、

余剰電力を全量充電可能
※3

◎
非常用コンセントからでなく、

余剰電力を全量充電可能
※3

×
充電不可

非常時（電気・ガスが停止）
◎

大容量蓄電池と太陽光発電
の充電で晴天時連続使用可

○
蓄電池と太陽光発電の充
電で晴天時連続使用可

△
電池残量を使い切るまで

は電力供給可能

ＨＥＭＳ対応 ○ ○ ×

製造メーカー 株式会社ＧＳユアサ パナソニック株式会社 ニチコン株式会社

蓄電池価格（定価）
200万円

（パワコン・ＨＥＭＳ込）
170万円

（パワコン・ＨＥＭＳ込）

57万円
（給電システム価格）

国の補助金対応 HEMS補助金対象※5
リチウム補助金対象※4
HEMS補助金対象※5

（但し、太陽光補助金は対象外）

クリーンエネルギー自動
車等導入対策費補助金

補助金支給後の実質価
格

190万円 約120万円 33万円

■ 「グリーンファースト」のうち、蓄電システムを備えた仕様の比較表

※1 常に蓄電池には蓄電池容量の2分の1の電力を残しており、日中の放電直後など最も電池残量が少ない時に停電が発生
   しても、電力の供給が可能です。
※2 家にＥＶがなければ、日中のピーク電力削減（光熱費削減）はできません。
※3 太陽光発電システムとの連携ができなければ、非常用コンセント（最大1500Ｗ）の電力しか利用できません。
※4 定置用リチウムイオン蓄電池導入促進対策事業費補助金
※5 エネルギー管理システム導入促進事業費補助金（HEMS導入事業）

平成23年度

新エネ大賞

経済産業

大臣賞受賞
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経済産業大臣賞

新エネ大賞


